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序論  加藤泰史 

第 1 部  

第 1 章 「３・１１」以後の大学の状況と展望 西山雄二 

第 2 章 
最近の「教養」論に認められるイデオロギーについて 

――ある反時代的人間の遊撃 

清水真木 

第 3 章 
USR とは何か 

――CSR の拡張としての USR？ 

高畑祐人 

 

第 4 章 哲学の「問いの力」 

――高等教育におけるソクラテス的「無知の知」の役割 

齊藤安潔 

第 5 章 哲学の不親切さに抗して 

――オルタナティヴな哲学（入門）構想 

アンゲーリカ・

クレプス 

第 2 部 

第 6 章 リスボン条約発効後の欧州連合におけるドイツの役割 フォルカー・シ

ュタンツェル 

第 7 章 人権とヨーロッパ統合 アンナ・プリン

ツ 



第 8 章 内から見たドイツの大学改革 島田信吾 

第 9 章 ボローニャ改革 

――ある教授の経験と感想 

シュタイネック

羅慈 

第 10 章 ドイツにおける大学の社会的責任 

――現状と展望 

カロリーナ・グ

リュンシュロス 

第１１章 留学生の視点から見たドイツの大学教育改革 松本大理 

第 3 部  

第 12 章 対応説としてのカントの真理論 ゲアハルト・シ

ェーンリヒ 

第 13 章 定言命法と〈道徳の限界〉問題 ラインハルト・

ブラント 

第 14 章 人間中心主義、それとも生命中心主義？ 

――エコロジカルな倫理学の基礎づけ問題 

フリエド・リケン 

第 15 章 感性的認識の学としてのエステティカ 

――18 世紀ドイツ啓蒙と美学の条件 

中澤 武 

第 16 章 ゲルノート・ベーメの自然美学 

――自然は作られるものか？ 

阿部美由起 
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